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研究背景
防災で重要となってくる項目として，①災害時の通信手段，②孤立集落
における救助・避難方法，③食料や燃料などの備蓄の3つが整理される
(１)防災に関して，真に生産的で，かつ持続可能な実践共同体を地域社
会に構築するためには，防災に関わる活動のみを抽出してその枠内で
は不十分ではある（２）

➡矢守克也教授《生活防災》の考え

生活総体(まるごとの生活)に根差した防災実践のことである．(3)“防災”
を他から独立した活動と捉えず，日常生活を構成する様々な活動と共に
生活全体に混在しているものと捉える．(4)
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地域イベントに注目する
生活の諸活動は多様な分野から構成されるため，多くの分野・コミュニ
ティが集合して，地域住民たち主体で地域住民のために実行される地域
イベントに注目したい．

➡①実行委員会が一つの団体(所属)で成り立っていない

②各団体で出し物(出展)が行われる

③地域のコミュニティが集まり新たなコミュニティが形成される

④実行委員は地域住民によって成り立ち，地域住民のために行われる

⑤日常的な諸活動と捉えられる，毎年開催されるイベント

➡この条件を満たす『ゆめ！さくら博＆さくら市福祉まつり』に参加する．
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研究目的
地域イベントがどのような防災力を有しているかを分析し，その地域
の弱みや地域イベントの意義を防災の視点から明らかにする．

最終的に防災力の向上に繋げる．

【対象地域】

栃木県さくら市

【対象イベント】

ゆめ！さくら博＆さくら市福祉まつり
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注目・参加する地域イベント
さくら市総務課様との打ち合わせで『ゆめ！さくら博＆さ
くら市福祉まつり』に注目・参加することが決定．
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研究方法
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ヒアリング調査を用いて，対象のイベントがどのようなイベントかを
分析．

アンケート調査を用いて，対象者が地域イベントとどのように関わっ
ているか明らかにし，どのような防災力を有しているか分析する．



ヒアリング調査(8/27,8/30)
①第１回ヒアリング調査

【場所】さくら市社会福祉協議会

【ヒアリング先】仲根信行さん，君嶋福芳さん

【出席者(敬称略)】さくら市社会福祉協議会事務局長(仲根信行)，理事(君嶋福芳)，宇都宮大学
(近藤伸也，小田部奎介) (合計：4名)

②第２回ヒアリング調査

【場所】さくら市役所喜連川庁舎

【ヒアリング先】さくら市教育委員会事務局生涯学習課 高瀬亮

【出席者(敬称略)】さくら市教育委員会事務局 生涯学習課(高瀬亮)．宇都宮大学(近藤伸也，土
崎雄祐，小田部奎介) (合計：計４名)

どのように運営されているのかを知るため，調査を行いました．
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ヒアリング調査
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1⃣合同開催の経緯
①共生社会の実現

教育・福祉・子育て・国際交流の枠を超えて

②以前から類似したイベントが同時期に開催されている

運動会なども

③令和７年は市制２０周年の年

あくまでも一体化ではなく合同開催

2⃣各出店内容

3⃣実行委員会の構成

など



アンケート調査の方法
・地域イベントに集まった多くの出展団体が，地域イベント全体にとってどのような要素となって
いるかを生活の枠組み(5)を用いて分類する．

・各出展がどのようなことをやっているのか各出展に調査する．

・その後，この四分野の中でどのような要素が足りていないかを考察し追加要素を検討する．
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出展について
私たちもさくら市総務課として出展を行
います(10/20)．

どのような出展を行うか考えるため，事
前にいただいた出展内容をExcelで要素
ごとに分析しました．

生活系(食・住)の要素が少ない

→防災用品・避難所用品の体験
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出展について
【内容】

食・住の要素がある，避難所・防災
体験をテーマに出展します！

・段ボールベッド体験

段ボールベッドを作成し，体験してもらう．

・簡易トイレ体験

簡易トイレの使い方を教える．

・防災食(非常食)試食

防災食(非常食)の作り方などを教え，実際に
試食してもらう．
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昨年度，別のイベントでの様子



進捗状況と今後の予定
さくら市総務課さんと打ち合わせ

ヒアリング調査・現地調査・地域イベント準備

地域イベントに参加・運営(10/19.10/20)

アンケート調査・分析

成果報告
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